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◆ デポー組合員の方は 

WEBサイト https://www.inclusive-gr.com/supporter/ から 

サポーター登録ができます。またはお電話でご連絡ください。  

ご連絡先/℡：03-5426-5207  

（生活クラブ東京たすけあいネットワーク事業部内） 事務局・平岡  

 

 インクルファンド・サポーター登録のお願い 
◎いただいたご寄付をもとに、多世代の居場所づくり、子育て支援、障がい者（児）支援事業など、組

合員が参加する地域の様々な事業や活動を支援します。 
◎助成の財源となるのは皆さまからのご寄付です。寄付という意思あるお金を有効活用し、 

地域に必要なしくみをつくることを支援します。 

 

登録寄付 １口３００円（毎月） 

申込期間 3/17（月）～3/21（金） 

注文番号 105295 

集金月 2025 年 4 月から毎月 

 

https://inclusive-gr.com/ 

2025 年 3 月 

VOL．51 

インターネット注文 e くらぶからもお申込み
いただけます。（3 月 4 回） 

新たな中間支援組織として生まれ変わります！ 

  

＊毎月１口 300 円の寄付を継続する「サポーター」
登録者を引き続き募ります。 
すでに登録されている方が申込みされると 4 月分の 

請求が重複してしまうのでご注意ください。 
班・個別配送の方は注文用紙に右記６桁の注文番号と
申込口数をご記入ください。 

 

登録フォームへ 

 
 

生活クラブ運動グループ・インクルーシブ事業連合は、2025 年 6 月に

解散し、新たな中間支援組織へと移行してさらに機能を充実させます。  

●インクルーシブ事業連合は誰もが排除されないまちづ

くりを目的に 2012 年 3 月に設立され、生活クラブ運動

グループが連携し、地域に必要なしくみづくりを後押しす

る中間支援組織として活動してきました。 

●市民版地域福祉計画づくりと実行の支援、人材の掘り

起こしにつながる学習会や見学会の開催、インクルファン

ドによる事業の立上げや調査活動の支援などに13年間

取組んできました。 

●2021 年度に行った 11 年間の活動総括では、人材発

掘と共育機能、人や組織をつなぐコーディネイト機能、事

業立ち上げと継続支援のための機能をさらに拡充してい

くための新たな体制づくりの必要性が指摘されました。 

●2024 年度はさらに中間支援機能を充実させていくた

めに、新たな組織づくりを視野に入れながら、コネクト推

進機構との合同会議を行い、意見交換を行いました。 

●少子高齢化と人口減少、格差の拡大、気候変動、食料

問題等が深刻化している今、利潤の追求を最大の目的

とする経済による弊害をなくし、人間や環境にとって持続

可能な社会をつくるために、互いに支え合い、助け合って

生きる協同組合型の地域社会づくりの必要性がますます

高まっています。 

●新たな中間支援組織は、運動グループをつなぎ、お互

いに支えあい、たすけあって生きる地域づくりをさらにす

すめることを目的として設立されます。新組織への移行後

も、自治体ごとの「運動グループ地域協議会」を中心とし

て行うまちづくりの活動を支援し、インクルファンドによる

助成制度を継続しながら、ワーカーズ・コレクティブや労

働者協同組合などの非営利事業体による、地域社会を

豊かにするしごとの創出と、働く場づくりの拡大をめざし

ます。 

 

2024 年 11 月 25 日～29 日まで募集した共に働く

事業所指定寄付には延べ 319 人から 275,000 円の

ご寄付が寄せられました。皆様のご協力、ありがとうご

ざいました。 

 

2024.11.30 共に働く事業所報告会 

昨年度、寄付を募集した 3 団体による活動報告より 
 
●共に働くワーカーズ えんこらしょ 報告者：古池初美さん 
1 人 1 人ができることを仕事につなげ、一緒に働くうえで
どのような工夫が必要なのかメンバーで話合っています。 
●NPO エコメッセ＆NPO 法人コンチェルティーノ 
報告者：大嶽貴恵さん（エコメッセ） 
ともに働くことがお互いの学びや成長につながっています。 
報告者：浅川悦子さん（コンチェルティーノ） 
できることとできないことをそれぞれが補い合いながら働い
ています。 
●パン＆カフェこすもす 報告者：鳴海有理さん 
形は違えど誰もがハンディを持っていると考えてもおかしく
ありません。自分を含め人が社会と繋がれることは、生きる
意味にも繋がっていくように思います。 

共に働く事業所指定寄付へのご協力ありがとうございました 

*えんこらしょは目標額を達成したため、実施要項に基
づき目標額との差額 45,500 円を目標に達しなかった
こすもすに分配させていただきました。 

 

★ 新組織への移行後もインクルファンド助成の
しくみを継続し、地域に必要なしくみづくりや働く
場づくりを応援していきます。 

インクルファンド（地域たすけあい福祉基金）助成実績 

＊立上げ支援のうち、市民版地域福祉計画に基づく助成 

2013 年度から毎年 2 回の募集および審査を行い、2023 年度までに 45 件・総額

37,376,802 円の助成を行いました。2024 年度分は 3 月に決定します。 

年度 内容 地域 

2016 重症心身障害児（者）支援事業（児童
発達支援・放課後等デイサービス）『キ
ッズサポートてんとうむし』開設 

昭島市 

2018 就労が困難な人たちや年代が異なる人
たちと働く片付け事業  

府中市 

2018 障がい者就労継続支援 B 型事業所開
設 

八王子市 

2019 重症心身障害児（者）支援事業（児童
発達支援・生活介護）『ロングサポート・
La・Nature』開設 

昭島市 

2020 「ほっとスペースさくらさくら」の立ち上げ 町田市 

2020 人と人とのつながりをつくる居場所活動
と社会参加と多様な働き方をすすめる
『テラッツァ』の開設 

府中市 

2021 片付け事業の立上げ 小平市 

2022 地域の居場所「にわには」の開設 国分寺市 

2022 「あしたも食べたい弁当屋モモ」立上げ 小平市 

2023 共に働く事業所「はちどり」設立 町田市 
 

 

＜助成内容の内訳＞ 

①新規事業立上げ準備費用（30 件） 

②地域福祉に関する地域の活動（8 件） 

③事業継続のためのサポート（7 件） 

 

重症心身障害児（者）支援事
業立上げ（一社）Calin 昭島 

共に働く事業所「はちどり」設立 

● 共に働くワーカーズえんこらしょ 

目標額 ： 75,000 円  

実  績 ： 120,500 円 

 

●パン&カフェこすもす 

目標額 ： 300,000 円  

実  績 ： 154,500 円 

 

https://www.inclusive-gr.com/supporter/
https://inclusive-gr.com/


 
  
 
                                                                  

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

福祉ツアー 認知症になっても大丈夫！ 報告 2024 年 11 月 23 日実施 

と言い合える地域になっていることが必要です。発症
後も、どんどん地域に出て行きたいところに行く、危な
かったら家族だけで見守るのではなく、むしろそれま
での仲間や、小中学生や高校生などまちの若者た
ち、商店街の人などが参画して、家族だけに頑張らせ
ない地域をどう作るかが大事で、認知症があってもな
くても、共に生きていける共生社会を作ることにつな
がるというお話が印象的でした。 
 
●社会福祉法人悠遊の取組み 
社会福祉法人悠遊は生活クラブ生協が母体となり
1993 年に設立され、基本理念として尊厳・自立支
援、地域、サービスの質の確保を掲げ、居者の自己決
定や、地域との繋がりを大切にしています。また、10
の基本ケアに基づく理念の共有や介護技術の底上
げにも取り組んでいます。 
 
 
 
 
 

日々の様子を公式インスタグラム 
でも公開していますのでぜひ 
のぞいてみてください！ 

 

安心ネットワーク構想連絡会報告 2024 年 2 月 4 日実施 

● NPO 法人こどもサポートステーション・たねとしずく代表
理事の大和陽子さん（写真）を西宮市からお招きし、オンラ
インを含む 26 人が参加しました。 大和陽子さんは板橋の
生活クラブ組合員として活動されていましたが、東日本大震
災を契機に西宮市に転居、2015 年にリトルという団体を設
立し、産前産後の家事支援を始めました。3 年間ほど支援に
没頭する中で想像していた以上に、シングルの方の大変さ
課題の複雑さが身に染みることになり、本当に明日も食べら
れないかもしれないという家庭のお手伝いがしたいという思
いで困窮家庭への支援に特化し、現在の NPO 法人こども
サポートステーション・たねとしずくを設立しました。 
 
● 訪問＆居場所のハイブリットによる支援が特徴 
たねとしずくは①居場所の運営②訪問支援③支援者支援
の 3 事業により、こどもたちを孤立させない伴走支援を行っ
ています。虐待予防やヤングケアラ―予防、自死予防を目的
として掲げ、子どもたちが SOS を出せない孤立状態に陥る
ことがなく、自分の人生を選べて安心してこどもらしい生活
ができる社会を作りたいという思いで活動されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● フードパントリーは出会い、つながるチャンス 
月に 1 回、35～40 家庭に食品を配布するフードパントリー
の活動は、単に経済支援としてではなくフードバンクからの
食品を段ボールごとに置き、一つずつ取ってもらうことで滞
在時間を長くしてスタッフとおしゃべりするきっかけをつくり、
信頼関係をつくる場にしています。交流スペースではこども
は学生スタッフと一緒に遊び、大人同士の交流の場は臨床
心理士にファシリテーションしてもらい、気になる人のことは
後で状況を報告してもらうようにしています。 
 
● 訪問支援は親戚のおばちゃんのような立場で 
年間 20 家庭、のべ 120 回、ひとり親家庭を訪問し、家事や
子育ての支援を行っています。最大の特徴は 2 人で行くこ
と。行政サービスではないので、自由に支援の形を作れま
す。1 人は親との関係構築、もう 1 人はこどもとの関係を構
築します。親御さんとは一緒にご飯を作ったりしながら子育て

親子に寄り添う伴走支援・居場所支援 

NPO 法人こどもサポートステーション・たねとしずく 

の取り組み 

24 時間 365 日の暮らしを支える「市民のための市民による安心ネットワーク
構想」の実現を目指すために、市民版地域福祉計画の策定や実現に向けた活
動事例を毎年共有しています。今年度は 29 地域が参加し、板橋と世田谷の活
動を共有しました。 

認知症介護研究・研修東京センター研究部長永田久美子さん（写真）に認知症基
本法の内容と意義をテーマに学習会を行い、その後、社会福祉法人・悠遊の理事
長、山田健介さんより悠遊の実践についてお話を伺い、グループホームいずみを見
学しました。 

● 当事者の声が社会の認知症観を変えた 
今まで認知症になると物事わからなくなり、社会参加や
自己決定も無理と言われていましたが、この 10 年間で
当事者からそんなことはないと声が上がり始め、2018
年には「認知症とともに生きる希望宣言」がなされ、認
知症は他人事、恥ずかしいこと、何もできなくなる、地域
で暮らすのは無理、といった古い認知症観からの転換
が求められました。そして、「共生社会の実現を推進する
ための認知症基本法」 （2024 年 1 月施行）では、本
人が希望と尊厳をもって暮らすことのできる共生社会の
実現を目指すとし、すべての認知症の人が基本的人権
を享有する個人と明記されました。 
 
● 認知症になっても大丈夫と思えるまちを 
古い認知症観に縛られ、本人のできないところばかり見
て地域に出るのは無理だと地域から医療や介護の専門
職が遠ざけてしまい、閉鎖的な中で本人と職員だけで
頑張ろうとするため、どちらもストレスになり、本人はなお
さら不安と混乱とストレスが溜まって怒り出したり、落ち
込んだりしてますます状況が悪くなってしまいます。この
ような状況を変えていくためには、まだまだ自分らしい暮
らしをしている元気な時から新しい認知症感を持ち始
め、認知症になっても隠す時代じゃない、お互い様だね

●板橋地域協議会  
報告者：今澤てる子さん、山村真理さん 
・2020 年、地域協議会ニュースで組合員の声を集める
ためのアンケートから始まり、21 年に市民版地域福祉計
画の学習会や板橋センターでのまちカフェを開催しまし
た。22 年は板橋にある保育園や地域包括支援センター
など地域資源の地図落としを行い、コーヒー券を渡して、
お茶を飲みながら板橋のまちづくりについて話をする「デ
ポカフェ」を開催して意見や提案を集めました。 
・そうした活動の中で、地域の課題として学校に行きづら
い子どもたちが行ける場所や小学生が放課後遊べる場
所が不足していることがわかり、23 年 9 月には映画「ゆ
めパのじかん」を上映、その後も活動が継続され、子ども
の居場所「ぽかぽかプレイス」の活動が始まっています。 

子育て支援フォーラム 2024 報告 2025 年 2 月 8 日実施 

の悩みを聞いたりする時間にしています。こどもは宿題した
り遊んだり、2 時間こどもとしっかり遊んで甘えてもらうよう
な時間にしています。虐待リスクがある家庭の場合も、行政
のように指導的な立場でお母さんしっかりしなさい、こども
をちゃんと見てあげなさい、と指導する必要はなく、お母さ
んの味方になり、こどもとの橋渡しになってあげられる、親
戚のおばちゃんのような関係で関われるのが強みになって
います。そのほかにも乳幼児から小学生のご家庭をボラン
ティアとペアで訪問し手遊びや絵本を読む（年 30 回）「絵
本訪問」や、家事・子育て支援の訪問後に親との関係維持
のために数か月に 1 度訪問する「テータイム訪問」も行っ
ています。  
 
● 「教育」×「福祉」の融合 たねとしずくライブラリー 
水・木・金の 10 時～15 時、学校に行っていない小学生・
中学生が好きに過ごす「くるくるスペース」、15 時～20 時
は中高生が放課後に立ち寄る「放課後スペース」となり、
自習室は学生スタッフを必ず配置して誰でも質問できるよ
うにしており、毎回スタッフが夕食を作って出しています。 
 
● 日常的に本に触れるしかけを作る 
西宮市はブックスタートの制度がなく、ひとり親支援で訪問
に行った家庭に本がなかったことをきっかけに、本のある場
所にしようと考えました。一箱本棚サポーター制度は 3,000
円以上の寄付でその方の本箱にしてもらい、中に本を置い
てもらっています。現在 50 箱が寄付で埋まっており、寄付
者は本の入れ替えで間接的にこどもたちに関わっていま
す。寄付者が本を置かずにユースボックスとしてこどもたち
が好きな本を置くパターンもあり、それは自己表現の場に
もなっています。クリスマスの恒例イベントで本に触れるミッ
ション（旅に持っていきたい本は？など）を書いておきそれ
をクリアしたら駄菓子がもらえたり、いくつかのお題を用意
してこどもたちに本を紹介してもらうブックトークなどの取
組みで、本を通して子どもたちの表現を引き出しています。 

 

 
たねとしずくライブラリー 1 階の様子 

 

←グループホーム 
いずみの見学の 
様子 
 

 

 

 
●世田谷地域協議会 
報告者：小島孝子さん、岡本京子さん 
・世田谷の計画は更新を重ねて第 4 期となります。テー
マを①防災まちづくり②仲間づくり新しい人材の確保と
事業連携③居場所づくりとし、プロジェクトチームを作り
活動をすすめています。 
・今年 1 月には運動グループの人材確保のために
Let’s enjoy job（旧称 働き方説明会） 「地域で楽し
く起業する～共感してつながる」を開催し、21 人が参
加しました。 
・現在、2025 年度～27 年度の第 5 期 3 か年計画を
策定中で、『暮らし続けたい世田谷』のまちづくりをめ
ざし、「仲間づくり・人のつながり」を強化することを大き
なテーマとしています。 

 


